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今月のトピックス 

つしま学び講座 

「昭和初期の津島と飯田毛織」 

鑑賞会 

 日 時  １２月１６日（日）午前１０時 

場 所  図書館二階大集会室 

講 師  園田俊介氏（図書館副館長） 

＊事前申込不要 

図書館で制作したＤＶＤ「昭和初期の津島

と飯田毛織」（※右記参照）の解説と鑑賞を

行います。毛織王国と呼ばれていた８０年

前の津島を振り返ってみましょう。 

手づくり年賀状 
年賀状の季節がやってきました。みなさんはどんな年賀状を作ります

か？手書きの年賀状をいただくこともめっきり減りましたが、あたた

かみのある手づくりの年賀状はうれしいものですね。 

 

●『絵手紙の年賀状 2013 年版』 絵手紙いずみの会/編 日貿出版社 724 エ 13 

●『めざせ年賀状の達人 筆書き吉祥語８８例』 吉澤鐵之/著 二玄社 728 ヨ 

●『俳画・干支の図案集 郷土玩具と正月風物８００選』 日貿出版社 724.1 ハ     

●『彫って楽しむ年賀状 書・印の賀状作り！』 小原俊樹/著 木耳社 731 オ 

●『年賀状の戦後史』 内藤陽介/著 角川書店 693.8 ナ 

 

 

年末年始休み 

12 月２9 日（土）から 1 月 3 日（木）まで、休館します。 

返却は、本館返却ポスト、もしくは津島駅構内（津島総合案内所） 

の返却ポストまでお願いいたします。 

なお、ＣＤ・ＤＶＤ・ビデオは破損の恐れがありますので、 

ポストへの投函はご遠慮ください。 

津島の記録映像ＤＶＤ 第３弾 

図書館では文化事業の一環として、戦前の

記録映像をＤＶＤにしました。 

タイトルは「昭和初期の津島と飯田毛織」

（61 分）。 

昭和 12（1937）年の賑やかな津島の様子

が克明に記録されています。 

昨年末に制作した「戦時下の津島と片岡毛

織」（90 分）とあわせてご覧ください。 

ＤＶＤを紹介するパネル展も開催中です。 



 
新 着 図 書 

『わくわく城めぐり ビギナーも楽しめる〈城旅〉３４』  

萩原さちこ／著 山と渓谷社 521.8/ハ 

 

 

ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

休館日 

２５日（火）（毎月第４火曜日） 

２９日（土）～１月３日（木） 

（年末年始） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『エピソードで読む世界の国２４３ 2012』 

『山の単語帳』田部井淳子/著 

『石川遼自伝』石川遼/著 

『おもかげ復元師』笹原留似子/著 

『コナン・ドイル』ヘスキス・ピアソン/著 

『英国王のスピーチ』マーク・ローグ/著 

『乱世の名将治世の名臣』中村彰彦/著 

『日本の七十二候を楽しむ』白井明大/著 

『種のキモチ』山田悠介/著 

『惜櫟荘だより』佐伯泰英/著 

← 歴史や地図などの基本データや雑学エピソードが満載。 

← 登山初心者からベテランまで、知っておきたい山岳用語を解説。 

← 15 歳のデビューから 5 年。初めて自分の言葉で語りおろした自伝。 

← 震災ボランティアの女性納棺師が綴る生と死のドラマ。 

     ← 世界一の名探偵「ホームズ」の生みの親を描く伝記。 

← 吃音に苦しむ王を名演説家へと導いた言語療法士との日々。 

← 知られざる名将たちが遺した名エピソードを描く。 

← “旧暦の暮らし”を意識し、季節や自然を感じてみよう。 

← 19 年間監禁された女に起こった奇跡は悲劇の始まりだった･･･。 

← 名建築「惜櫟荘」の修復完成までを綴った著者初のエッセイ集。 

 お城鑑賞と聞くと、難しいイメージがありませんか？もち

ろん、歴史を調べたり、さまざまな知識があると楽しいし、

ある程度は知らないと理解できないこともありますが、そ

れは数ある楽しみ方のひとつ。 

 建築や文化の専門用語や、難しい話は取っ払い、「何がお

もしろい？」「どこに注目したらいい？」がさらりとわかる

ように紹介されています。 


